
⑤

第１回日田市議会定例会で原田
啓介市長から施政方針が発表さ
れました。令和２年度市政執行
の方針から抜粋して、まちの目
指すべき方向性と取組みをお伝
えします。

問地方創生推進課創生企画係
　☎㉒８２２３（市役所６階）

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」
が
、
８
月
に
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採

火
式
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い

て
は
、
豪
雨
災
害
の
被
災
者
に
対
し
希
望
と
勇
気
を
も
た
ら

す
「
復
興
の
灯
」
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
取
組
み

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
取
組
み
も
４
年
目
を
迎
え
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
被

災
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
加
え
、
創
造
的
復
興
の
取
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
次
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
た
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
生
活
再
建
の
取
組
み
で
は
、
み
な
し
仮
設

住
宅
等
の
入
居
者
が
昨
年
11
月
ま
で
に
再
建
し
た
住
宅
や
市

営
住
宅
な
ど
の
新
た
な
住
ま
い
で
の
生
活
を
始
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
被
災
し
た
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
は
、
長
期
的
な

市
政
執
行
の
基
本
方
針

　
本
市
は
現
在
、
地
方
創
生
と
復
旧
・
復
興
の
取
組
み
を

柱
に
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
「
第
６
次
日
田
市
総

合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
」
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進

計
画
」
に
沿
っ
た
持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
、
総
合
計
画
の
重
点
施
策
「
第
２
期
日
田
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
る
も
の
と
し
て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
人
口
減
少
等
は
「
避
け
ら
れ
な
い
社
会
の
変
化
」
と

し
て
市
民
と
行
政
が
共
有
し
た
上
で
、
「
市
民
が
将
来
に

わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
市
制
施
行
80
周
年
の
記
念
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
開
催
に
伴
い
、
本
市
で
も
４
月
に
「
オ
リ
ン

②
子供・子育てに関する支援
を進め、障がい者の自立に
向けた取組みを推進しま
す。また、地域別に新たな
ハザードマップの作成と配
布や、防災行政無線などの
通信手段を一元管理する災
害対応支援システムの導入
を進めます。

福祉　住む安心を高める

事
業
に
関
連
す
る
も
の
を
除
き
、
令
和
２
年
度
中
に
概
ね
完

了
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
農
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た
農
地
等
の
大

区
画
化
や
水
田
の
畑
地
化
、
梨
団
地
の
整
備
な
ど
、
農
業
の

効
率
化
と
収
益
の
向
上
を
視
野
に
入
れ
た
創
造
的
復
興
の
取

組
み
を
進
め
ま
す
。
林
道
・
林
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
市
北
部
地
域
を
中
心
に
広
葉
樹
に
よ
る
自
然

植
生
へ
の
回
復
を
進
め
る
ほ
か
、
災
害
防
止
等
の
観
点
か

ら
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
を
活
用
し
た
環
境
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。
河
川
や
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
が
進
め
る
河
川
改

修
事
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
必
要
な
橋
梁
等
の
改
修
を

進
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
現
在
不
通
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
で
具
体
的
な

復
旧
の
方
針
等
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
災
害
に
備
え
る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
２
８
０

Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
運
用
開
始
に
向
け
て
全
世

帯
へ
の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
及
び

防
災
士
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
各
小
・
中
学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど

地
域
や
保
護
者
と
連
携
し
た
対
応
を
進
め
ま
す
。

日
田
市
を
創
生
す
る
取
組
み

　
「
若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ふ
る
さ
と
日
田

を
創
る
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
と
移
住
者
の
促
進
、
若
年
者
対
象
の
人
材
育
成
や

担
い
手
確
保
の
取
組
み
を
推
進
し
、
若
い
世
代
が
主
体
的

に
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
を
基
本
と
し
て
、
市
政
の
運
営
に
あ

た
り
「
復
旧
・
復
興
の
取
組
み
」
「
日
田
市
を
創
生
す
る

取
組
み
」
の
着
実
な
推
進
と
、
「
第
６
次
日
田
市
総
合
計

画
」
に
示
す
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
に
沿
っ
た
各
種

の
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

住民自治組織の取組みへの
支援やＮＰＯ等への専門家
による伴走型支援、男女共
同参画に関する啓発活動を
継続します。また、移住
フェアでのＰＲ活動等を通
じて、日田市の魅力と移住
に関する情報を発信しま
す。

①

③

市民協働　きずなを強める

④
地域高規格道路中津日田道路
の整備促進に向けた国や県へ
の働きかけや、橋梁やトンネ
ル等の安全確保と施設の長寿
命化に努めます。また、乗合
デマンドタクシーへの転換
等、地域の実態や利用の状況
を考慮した交通手段の確保に
努めます。

生活基盤　安全で快適に暮らす
人材確保と育成に向け「キャ
リア教育プログラム」の対象
を全ての小・中・高校に拡大
するほか、「日田市ビジネス
サポートセンター」による相
談体制の充実と創業支援を進
めます。また、関係機関と協
働して観光地経営の視点に
立った取組みも進めます。

産業振興　やりがいと魅力をつくる

⑥
豊かな自然環境を次世代に
継承するため、今年度中に
「日田市清流保全条例」の
制定を目指し、河川環境改
善に向けた取組みを強化し
ます。新清掃センターは施
設の建設予定地を決定し、
関係団体と協定締結に向け
た協議を開始します。

環境　水と緑を宝にする
ＩＣＴ教育の環境整備と効
果的な活用に向けた教員へ
の支援と、児童・生徒の情
報活用能力の育成に努めま
す。さらに「東京2020オ
リンピック・パラリンピッ
ク」を契機としてスポーツ
を通した地域の活性化に取
り組みます。

教育･文化　学ぶ楽しさを増やす

まちづくりの大綱の推進
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